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通常講義 公開講座 国際会議 最終講義
通常講義 公開講座 国際会議 最終講義
OCWの公開数 ※括弧内は、国際会議については英語以外の内数、それ以外は日本語以外の内数
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開講時期 講　義　名 講義担当者 備 考**
表1　2017年度開講講義
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Evolution of the Human Sociality: A Quest 





Ethics in Life Sciences and Healthcare: 
























*配信期間欄の ”Self-paced” は、開講時にすべての講義コンテンツが公開され、講義終了までに受講者自身のペ スーで学習を進める講義形態です。
**備考欄の ”JGP” はスーパーグローバル大学創成事業「京都大学ジャパンゲートウェイ（JGP）」からの提供講義です。これらの講義は本事業の助成を受け開講しています。
  また、回数は再開講を表しています。
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　本センターでは、2016年度に、edXのプラットフォームがオ プーンソ スー化された「Open edX」を利用し、主に京都大学の学生や教職
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6. ICT活用教育のためのポータルサイト（CONNECT）
　本センターでは、2017年度、全学組織である教育コンテンツ活用推進委員会（p.22-24参照）のもと構築したICTを活用した教育を
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7. 高大接続を促進するためのポータルサイト（KNOT）
(1)KNOTとは
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・全学や部局の教学IR（Institutional Research）、教育に関するアセスメント、エビデンスの収集等に関して支援・連携を  
 行うこと
・そこから得られる知見や成果を、高等教育研究開発推進センターの全学・部局の教育学修支援に繋げること
にあります。
当日の様子
図2　京大生プロファイルの利用可能性
図1　京大生プロファイルのイメージ
